
施設内飛行ルール FPVコース予約時の注意事項 

FPV操縦準備中・待機中ルール、FPVコース予約時の注意事項 

・いかなる場合もVTX（映像送信機）（機体）の電源を投入し 

てはいけません。 
・自身が使用する周波数は当施設予約され施設に来られる前に切り替えて確認

したうえでご来場ください。事前に設定できない場合は、自身が予約された

時間になるまで、電源投入・周波数の変更は行わないでください 

・FPV飛行者は周りが見えません。不測の事態が発生した場合は伝えてあげて

ください。 

・待機中などはFPV操作者のドローンをできれば見ておいてあげてください。

墜落時には場所を教えてあげてください。 

FPV操作開始、操作中 
・FPV操作者が皆電源を入れた状態で、映像が各自問題ないことを確認します

同時に、機体に異常がないことの確認等も行ってください。 

映像に問題が発生したり、周波数の誤りなどで周波数の設定変更を行う場合

はFPV操作者全員に許可を取ってから行ってください。 

・他のお客様が飛行されている状態での周波数の設定変更は絶

対行わないでください。その際に起きたトラブルや損害等に

ついて、当施設は一切の責任は負いません。施設に損害があ

った場合は、かかった費用全額を請求させていただきます。 
・VTX（映像送信機）搭載機の電源を入れる際は必ずFPV操作者の許可を取っ

てください。電源を入れたことも報告します。VTX電源投入直後は周波数が

不安定なので、FPV飛行者の映像が遮断される場合があります。 

・墜落したドローンを拾う際など、コース内に入る場合は、必ず他のFPV操作

者の飛行が終了していることを確認し許可を取り、コース内に入ってくださ

い。他のFPV操作者が飛行中は、コース内に入らないでください。 

・ゲートなどを倒した場合、倒したことを他の操作者に報告し操作者がいなく

なったことを確認後倒したものが修復してください。 

・墜落した他の操作者のドローンを勝手に拾ってはいけません。 

このルールは未完成です。 
このルールは、一般的なFPVドローン練習場、大会会場などに用いられている

ルールを参考に作成させていただいています。練習場、大会会場によってルー

ルは異なりますので、それぞれの練習場、大会会場のルールを確認してくださ

い。 

ご意見や、追加ルールなどありましたらご相談ください。 
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